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背　　景
　自然現象、生体活動、また現代の機器は複数の要素からなり、それらが相互作用しながら秩序を保っています。本
研究では、このような多くの因子からなる系のメカニズムの理解を目的として、事象発生の因果関係推定法やクラス
タの可視化手法などを開発してきました。複雑な自然現象・生体活動の理解や解明、早期の異常検知や予兆検出、ま
た物理モデルと機械学習の融合による予測精度の向上を目指します。

概要・特徴
●観測データ系列から事象発生の因果関係を推定
●時間的に変化するクラスタの様子を可視化
●機械学習と物理モデルを融合し高精度化

技術内容
●事象発生の因果性データマイニング
   事象の系列データから因果性を推定するデータマイニング技術を開発し、
燃料電池の損傷部材評価や地震発生パターンの解析などへの応用を行っ
てきました。
●動的クラスタ可視化ニューラルネットワーク
   クラスタリングとその時間変化の可視化を同時に行うニューラルネット
ワークを提案し、睡眠音から睡眠パターンの可視化などの応用を行って
きました。
●物理モデルを制約とするディープラーニング
   データから学習するディープラーニングに、その物理現象を
表す基礎方程式を制約として導入する方式を提案し、上空の
風予測において予測精度の向上を確認しました。

社会への影響・期待される効果
●複雑な現象からの知識発見
●状態監視・管理システムへの応用
●異常・予兆検知への展開

▼

時空間データからの知識発見と予測
Knowledge Discovery and Prediction from Spatio-Temporal Data
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燃料電池
の損傷評価

睡眠パターンの可視化

地震発生パターンの解析




